
















































































































































検 討 項 目
1.億常ボランティアにおける血管の描出能





















































SVC RBCV LBCV RSCV LSCV RIJV LlJV
case1 3 2 2 3 3
2 3 1 3 3 3
3 3 3 3 2 2
4 3 3 3 3 3
5 3 2 3 0 1







tota1 18 14 17 14 13 18 16
2D-MRA
SVC REC∨ LBCV RSCV LSCV RIJV LIJV
case1 3 2 2 3 2
2 3 1 2 3 3
3 3 2 2 2 2
4 3 3 3 3 3
5 3 2 3 3 3







tota1 18 13 15 17 16 12 10
MRvenography
SVC RBCV LBCV RSCV LSCV RlJV LIJV
case1 3 1 2 2 1
2 3 0 1 0 1
3 3 0 0 0 0
4 3 3 3 3 1
5 3 2 3 1 1
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の と思 われ る.その他 の場合 には,2D-MRA,MR
venographyを中心に検査を進めていくのが適当と考えられ
た.
3.MRAにおける評価は,その元画像を基本とするのが適
当であり,投影像は全体像の把握に有用であった.
4.他画像との比較においては,血管像の描出ではsE,
cTに対し,また腫癌と血管との関係の把握ではsE,CT,X
線venographyに対 し有意に優れているとの結果であった.
5.MRAは空間分解能に問題があり,MRAのみで詳細な
検討は困難であるが,主要静脈の描出は良好であり,従来
の画像診断法に加えて得られる情報も多 く,その有用性は
高いと考えられた.
本稿を終えるに当たり,ご指導,ご校閲を賜りました岡山大学
医学部放射線医学教室平木祥夫教授に深甚なる謝意を表するとと
もに,終始ご指導,ご鞭撞戴きました戸上 泉講師に深謝いたし
ます.また,貴重な症例を提供戴いた岡山大学医学部第-外科,
第二外科,第二内科の諸先生方に厚く御礼申し上げます.
なお,本論文の要旨は,第53回日本医学放射線学会総会(1994
年4月,神戸)において発表した.
文 献
I)戸上 泉,三谷政彦,北川尚広,他 :3次元撮像法を用いた
肺のMRAngiography.日本医放会誌 52:1602-1604,1992
2)戸上 泉,三谷政彦,加藤勝也,他 :原発性肺癌におけるMR
Angiography;肺門部血管に対する評価.臨床放射線 38:
375-381, 1993
3)三谷政彦,戸L 泉,北川尚広,他 :胸部腫癌性病変におけ
る2p-TimeofFIightMRAngiography.肺癌 32:375-381,
1992
4)JonathanSLewin,GerhardLaub,RichardHausmann:Three-
d)mensiona)time-of-flightMRanglOgraPhy;Applicationsin
theabdomenandthorax･Radiology179:26ト264,1991
5)KauczorHU,LayerG,SchadLR,eta):Clinicalapplications
ofMRang10graPhyinintrathoracicmasses.∫ComputAssist
10
Tomogr15:409-417,1991
6)∫PaulFinn,JanetHSZisk,RobertREdelman,etal:Central
venousocclusion;MRang10graPhy.Radiology187:245-25】,
)993
7)須旧博喜,本城和光,本間 積,他 :2DTimeofFlight法に
よるStereoscopicPulmonaryMRAngiographyの検討.円本医
放会誌 52:29ト299,1992
8)本山農業,町U]喜久雄,間宮敏雄,他 :肺門および縦隔の2
次元Time-oトFlightMRアンジオグラフィー の血管描出能およ
び診断能の検討.日本医放会誌 52:1521-1528,1992
9)足立秀治,河野通雄,田中浩司,他 :肺癌における上大静
脈,胸部大動脈への浸潤診断 ;切除例,剖検例におけるCT,
MRlの対比.臨床放射線 35:803-810,1990
日本医放会誌 第55巻 第14号
